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小笠原村で林業経営は成立していない。公法上の規制等から宅地への転換は難しく、当面は現状を維持するものと予測する。
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世界的な木材需要の高まりを受け、木材価格の上昇も見られるが、
小笠原村では林業経営は成立していない。

国立公園第２種特別地域内に存し、地域要因に特段の変動は無い。

近隣地域内でほぼ標準的な林地であり、市場競争力は普通である。
個別的要因に特段の変動はない。
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２　鑑定評価額の決定の理由の要旨
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(5)鑑定評価の手法
　 の適用
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正常価格

(1)価格時点

(2)実地調査日

(3)鑑定評価の条件 当該土地に工作物又は立木等がなく、かつ、使用収益を制約する権利の存しないものとしての鑑定評価

(4)鑑定評価日

(5)価格の種類
路線価又は倍率

円／㎡

435.0

１　基本的事項

(6)
路
線
価

倍率種別
令和 3年 6月 4日

令和 3年 7月 5日令和 3年 7月 1日

5,250,000鑑定評価額 円 1,350,000 円／10a10a当たりの価格

小笠原村の市場の特性から、林地の取引件数は少ない。収集できた資料に限界はあったものの、比準価格は対象基準地の地
価を示す説得力ある価格であると判断する。控除法は公法上の規制等により宅地開発が難しいことから適用できなかった。
また収益還元法は林業経営が成立していないことから適用できなかった。よって比準価格を標準とし、併せて前年からの価
格形成要因の変動の状況等も考慮のうえ、上記のとおり鑑定評価額を決定した。

(6)市場の特性 同一需給圏は、父島を中心に母島も含む林地地域である。小笠原村では林業経営は成立していない。また国立公園第２種特
別地域内に存すること等から、宅地への転換の可能性も低い。山林の所有を目的とする民間の取引は稀であり、主たる需要
者は、公共事業用地の買収を目的とした公共団体等である。林地の取引事例は少なく、また不動産取引に当たっては、需要
者の属性や取引当事者間の事情により価格水準が大きく変動する傾向がある。

(7)試算価格の調整
　 及び鑑定評価額
　 の決定の理由
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